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研究成果の概要（和文）：本研究は現行の学習指導要領が求める「英語を英語で」教えることのできる高校教員の養成
カリ キュラムの構築を目的としている。具体的には、1)英語力の養成 2)教材開発 3)Teaching Planの作成方法　4)コ
ミュニケーション主体の評価方法、という４つの技能に重点を置いたものを目指した。
　本研究を踏まえ「英語科教育法」「小学校英語教育活動」などのカリキュラムの中に、上記の４つの観点に関して本
研究で得られた成果を落とし込むことができた。

研究成果の概要（英文）：Through this project, practical English education classes at Saga University are 
established to cultivate future English teachers who can teach English in English: their curriculum 
includes the training for English teaching skills, the development of teaching materials, making of 
teaching plans, and evaluation in terms of communication abilities.
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１．研究開始当初の背景 
平成25年度から、新学習指導要領の外国語「英

語は英語で指導することを基本とする」に従

い、 高等学校での英語教育は一年生の授業か

ら英語で授業されることとなった。これは日

本の英語教育 歴史上、画期的な改革となる。

そのために文部科学省主導で4 年前から拠点

校を中心に、様々な 活動や講習会、セミナー

等が行われているが、試行錯誤というのが現

状である。 さらに、大学の教員養成課程のカ

リキュラムを見た場合、上記の学習指導要領

に趣旨を反映したものになっておらず、現場

との教員養成カリキュラムの乖離があり、卒

業していく学生が、将来教壇に立ち、英語を

英語で授業するには大いに不安があった。現

職教員への「英語は英語で授業」をすること

への意識改革、指導技術向上は徒然必要なこ

とであるが、これから英語教師となっていく

学生の指導も同時に重要である。従って、英

語教員養成カリキュラムの中身の改革と実践

力ある実施である。 

２．研究の目的 
 本研究は、現行の学習指導要領が求める

「英語を英語で」教えることのできる高校教

員の養成カリ キュラムの構築を目的として

いる。具体的には、1)英語力の養成 2)教材

開発 3)Teaching Planの作成方法 4)コミュ

ニケーション主体の評価方法、という４つの

技能に重点を置いたものを目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究の具体的な目的は、現在の「英語科教

育法 III」の改善強化である。本研究は、平

成25 年度から平成27年度までの3カ年でおこ

なう。各年度の目的と計画は、以下の通りで

ある。研 究を進めるにあたっては、本学の英

語教育の教員、高校の教員が主であるが、理

論的かつ実践的 に進んでおり、本学教員の英

語訓練と場として既に活用している、アメリ

カのミシがン大学言語 センター、本学協定校

である米国スリパリーロック大学、そして、

オーストラリアのモナッシュ 大学語学セン

ターからもアドバイスを得ながら進める。  

 
４．研究成果 

以下の研究成果をもとに、本学の教員養成カ

リキュラムのなかに、以下の観点を落とし込

み、「英語科教育法III」や「小学校英語教育

実践」を構築した。 

本研究によって、学生たちに身につけさせる

技能は以下の4つを主なものとする。 

 1) 指導者としての英語力の養成  

単に高い英語力を持っていることが、いい英

語での授業ができることにはならない。 今回

の新指導要領の主たる目的は、「学生たちに、

英語を使わせ」その結果、「教室 をコミュニ

ケーションの場」とすることである。つまり、

学生に英語を使わせ、教室 全体をインタラク

ティブは環境とするために、教師はどのよう

な英語を使えばいいの かが重要な教師の能

力となる。教室しての効果的かつ、インター

ラクションを高める ための英語表現や振る

舞いを、英語のネイティブインストラクター

によって身につけ させるためのカリキュラ

ムを導入する。  

併せて、英語力そのものを鍛えるための

TOEIC,TOEFLの推進と講座の開設、Reading マ

ラソンプロジェクトの開発実施、また米国ス

リパリロック大学でのミニ留学研修、さらに

はe-Learningをつかった英語学習環境の整備

も合わせて行った。 

2) 教材開発能力の養成  

「英語で授業」となって、教師の力量が最も

問われるようになるのが、授業で用いる コミ

ュニケーション活動のための「教材」である。

教科書を土台としながらも、授業 のインター

ラクションを高め、コミュニケーション能力



を育成するには、実践的なコ ミュニケーショ

ン活動が必要である。その際、効果的な教材

づくりが鍵となる。具体 的に、様々な指導法

に基づいて、教科書の分析、インタラクショ

ンをためることので きる教材を作成する方

法を教える実践的授業を導入する。  

3) 英語による授業の組み立て方と Teaching 

Plan の書き方 

 「英語による授業」で求められているのは、

その使用される言語の変更というよりも、 

「指導スタイル」の変更である。「訳読や文

法」中心の「講義的授業」から「活動主 体の

インタラクティフブな授業」への変換が求め

られている。  

とりわけ、「本時の目標」の具体化と明確化、

目標設定の具体化を強化した。 

4) 評価手段の習得  

たとえ、現在の高校の授業スタイルが変わり、

「英語で授業」が展開されるようになっ ても、

その評価方法がければ、 意味がない。コミュ

ニケーションという観点からの評価に変わら

ない。これまでの、ペーパーテストを主とし

た評価方法から、コミュニケーションを主体

とした評価方 法を構築し、学生に教授で享受

できるようにする。具体的には、 Can-Do 

Statementによる評価 を作る。そのための参

考として、Common European Framework of 

Reference for Languages を土台にしながら、

日本というコンテキストにあったものを構築

する。その際次の点を留意する。 1) 何をど

れだけでできことを目指すかを具体的に明示

する。 2) 日本というコンテキストにあった

ものとする。それでもグローバルな視点は維

持する。理論的には、Canale &Swain、Backman 

& Palmeaer,さらにはGOLM運動などの評価方

法を土台に研究を進めた。 

また、付随的なことであるが、上記の成果を

踏まえ、本学の英語入試問題も「学習指導要

領」に則った問題に改変を行い、高校教育へ

の指針とした。これによって、本学を目指す

学生への英語力の方向性を示すことにつな

がった。 
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